


































































































環境保全型農業等の推進

＜取組課題＞今後起こりうる地域経済の縮小、
担い⼿不⾜

＜取組課題＞地球温暖化への対応、資源循環

＜取組課題＞人口減少、
進む少子高齢化・過疎化

環境

経済 社会

自治体SDGsモデル事業名： Move forward︕「SDGsフードマッチングプロジェクト」 提案者名： 熊本県八代市

取組内容の概要：
地域課題の解決に向け、デジタル技術も活用しながら市内外の人・企業・団体・地域が、”⼋代の豊富な農林⽔産物“等を活用した「⾷でつな
がる」機会を創出し、⼋代市の経済・社会・環境が持続的に発展する仕組（体制）を構築する。

2022年度⾃治体SDGsモデル事業提案概要（提案様式３）

雇用創出 創業支援、企業誘致

買い物弱者・
過疎対策

環境保全

環境負荷
低減

 デジタル技術の活用による食品循環の取組
 カーボンニュートラルへの取組
（ゼロカ―ボンシティ宣言）

地域産業の担い手の確保、収益
向上に向けたスマート農業の推進

⾃家用有償旅客運送事業
交通MaaSの展開

やつしろ未来創造塾
DX人材育成講座

農産物等の付
加価値向上、
流通促進

地域産業の
魅⼒向上

三側面をつなぐ総合的取組
人・企業・地域をつなぐSDGsフードマッチング事業

経済・環境・社会の⾃律的好循環

外国人支援 外国人技能実習生などへの生活
支援

移動手段構築

関係人口
創出

貨客混載事業
デジタル技術を活用した買い物
支援

＜貨客混載による買い物
支援事業＞

人とモノを同時に公共交
通で運んだりデジタル技術
の活用による過疎地域など
の買い物弱者を支援

⾷による地域社会
の再生

⾷による新ビジネス
創出

＜もったいない食品
利活用推進事業＞

◆出荷されていない農林
水産物や消費期限間近
な食品を有効活用したデ
ジタルマッチングによる食の
好循環を創出し、環境負
荷を低減

特産品を活かしたフードツーリズム
の造成

•雇用・担い手の確保
•地域経済の好循環

•定住人口の増加
•地域課題の解決

•エシカル消費※
•持続可能な経営

•景観の改善
•環境負荷の低減

•貧困問題の解決
•環境意識の向上

•生活環境の改善
•温室効果ガス排出の低減

 環境学習・環境教育の推進
 エコ８⾏動（市⺠とともに進める8つの環境⾏動）の推進
 環境保全活動への支援

持続可能な
経営 子育て環境の

充実
子どもの貧困対策、食育の推進

SDGｓ推進のための宣⾔制度
SDGsに取り組む市⺠等の裾野を拡⼤
宣言企業・団体等の取り組みを周知
多様なステークホルダー間の連携を促進

＜ビジネスマッチングによる
高付加価値化促進事業＞
八代市の特産品生産者、
地域企業の加工技術及び
企画・販売⼒の相互の強み
を活かした、特産品を使った
新商品開発を促進

オープンデータやICTを活用した
有害⿃獣の効率的捕獲及びジ
ビエの流通促進

※エシカル消費︓環境や人権に対して⼗分に配慮された商
品やサービスを選択して買い求めること

⾷による環境保全
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